
年度　2次評価（基本施策評価）シート

基本施策指標名

事業進捗率（しらさぎ運
動公園）

参加者数（市民スポーツ
フェスティバル・マラソン）

参加者数（スポーツ教
室）

（　以下　　続紙　）

評価視点 評価コメント

マラソン及び市民スポーツフェスティバルは実行委員会を組織して運営しており、体育協会・体育指導委員・行政が役割を分担
して運営に当たっている。

6000 6000 7600

ゆめが丘芝生広場改修工事

807-2 体育スポーツ活動推進・育成事業

市の一体性確立のため、平成24年を目標に旧町村単位で開催しているスポーツ大会や体育まつりを市のスポーツ行事から分離
し、総合型地域スポーツクラブや住民自治協議会を核とした地域組織による運営に委ねていきたい。
また、平成24年を目標に体育協会事務局及びスポーツ少年団事務局を民営化（NPO法人）し、より安定的で継続的な活動を行
いやすくするとともに、人件費の削減につなげていきたい。

607,178

17,425

94,914 198,573

指標の説明

97.0 122.6

4500 4600 6200 6300 6500

4570 6104

101.6 132.7

7600 7600

1

10078

改善余地
の有無

121,560 417,300

H21　決算額 H22　予算額
重点化

○

37,864 34,858 34,858

1,618

事業費（人件費込、単位：千円）

H23　所要額

基本施策を構成する事務事業名

事　　　　業　　　　名

1

2

担当課 ＩＤ

555

８０７－１

産業建設部
都市計画課

スポーツ活動振興事業

％

実　績

達成率 #DIV/0! #DIV/0!

4 20,127 18,310 18,310

教育委員会
スポーツ振興課

28,885 17,425

6,420 5,850

5820 7358

100.0

6

0

6,420
教育委員会
スポーツ振興課

809 総合型地域スポーツクラブ支援事業

教育委員会
スポーツ振興課

0 113,435 △

9

5

1

20.0

４　総合評価
（今後の展開、事業の見直
し等）

事業名 事業主体

H30

目標値

１　基本施策指標の分析

目　標

実　績

達成率

人

人

％

3

達成率

目　標

目　標

実　績

参加者数については、大会及び教室ともに21年度までに目標を達成しており、22年度以降は高い目標値を置いた。人口減少が
予想される状況の中で目標を達成するためには、新たな種目の採用とマラソン大会の魅力向上が必要となる。

2

％

％

％

目　標

実　績

達成率

３　役割分担の妥当性

1

人

人

％

ベンチ
マークH20 H21 H22 H25

1

事業進捗率（しらさぎ運動公園） 1

子どもからお年寄りまで気軽にスポーツを楽しむ環境づくりを目指す。
そのために、①安心して楽しむための施設整備、②スポーツ人口の拡大と地域行事については地域組織主導で実施、③体協・スポ少事務
局民営化の体制整備、④体育指導委員の資質向上、⑤総合型地域スポーツクラブの支援体制整備、⑥人工芝化に向けた財源確保　等を
実施したい。

施設を整備し、教室開催によって競技人口の底辺を拡大し、大会を実施することによりスポーツの振興が図れることから有効な
事業構成である。

参加者数（スポーツ教室） 3 ２　事業構成の適当性
（手段として最適か？）

10

事業費　合計

事業内容等

評価年度過年度実績

①しらさぎ運動公園は平成24年度工事着手にむけて、用地取得及び設計業務を行う必要があること。
②スポーツ人口を拡大することと合併後も旧町村単位でのスポーツ大会や体育まつりが実施されており、市全体のイベントと2重開催となって
いること。
③体育協会並びにスポーツ少年団の事務局を行政が担っているが、民営化に向けて財源確保と体制整備の必要があること。
④スポーツ人口の拡大のために体育指導委員の資質向上を図り、有効活用の必要があること。
⑤総合型地域スポーツクラブに対する補助は年数が限られており、補助が終了したクラブは極端に活動が低下していること。
⑥ゆめがおか多目的広場の人工芝化は財源確保と地元の理解を得る必要があること。

④

参加者数（市民スポーツフェスティバル・マラソン） 2

基本施策の意図、
今後の展望

重点化考えられる基本施策指標候補現況の課題、意図、今後の展望のキーワード

単
位

①

市民意識調査結果

③

基本施策の
現況と課題

施設整備

スポーツ人口の拡大

②左記結果に対する現状分析・市民との協議結果

満足度が高いことについては、現行の事業が市民ニーズにおおよそ応えられているも
のと考えている。
また、必要度が低いことについては、スポーツという分野の性質上、市民生活になくては
ならないものという認識の低さからくるものではないかと考えられる。
スポーツは、健康で明るい生活を送るための重要な手段であるということを啓発していく
必要がある。

7

8

3

教育委員会
スポーツ振興課

6

5

808 スポーツ教室等の開催事業

基本施策の体系
基本目標

政　　策

意欲

生涯を通じて生きがいが持てるまちづくり

しらさぎ運動公園整備事業

教育委員会
スポーツ振興課

平成 22

評価責任者
（基本施策主管課長）

スポーツ振興課長
松本　和久

基本施策名 34 だれもが気軽に楽しめるスポーツを振興する

基本施策の現状分析及び意図

⑤基本施策指標の検討・設定

⑥基本施策構成事務事業の評価

⑦　　⑥以外で、目標達成に必要な事業

⑧　基本施策の現状分析に基づく改革案の説明

1.8

2.55

3.3

2.86 3.86 4.86

必要度

満
足
度


